
経験とご縁がつないだ独立就農（掛川市）
お名前 Show Farm  

 渡邊 将己さん

就農した時期 2022年7月（独立就農4年目）

栽培品目 トマト（大玉・中玉）、ミニトマト

栽培面積 27a

販路 外食事業者、スーパー、産地直売所、
ECサイトなど

働き手 本人・従業員３名

R７.11.20訪問

◼ 就農したきっかけ
大学（農学部）・大学院では、温室メロンの研究に取り組みました。卒業後は一般企業へ就職しましたが、農業経営への思いが再び強まり大
学時代から縁のあった農業法人で温室メロン栽培に従事しました。その後、独立を見据えて肥料会社に移り、農業生産部門でトマト栽培・販
売や経営を幅広く学びました。こうした経験を積み、2022年に同社から事業を継承する形で独立就農しました。

◼ 活用した支援策等
「新規就農者育成総合対策」のうち「経営発展支援事業」と「経営開始資金」、日本政策金融公庫の「青年等就農資金」を活用しました。

◼ 栽培方法
ヤシ殻を培地とした小型栽培ポットを用い、根域を制限して果実の締まりを高める「少量培地耕」で高品質なトマトを生産しています。また、
害虫のコナジラミ対策として天敵のタバコカスミカメを導入し、農薬使用量の削減にも取り組んでいます。

◼ 今後取り組みたいこと
夏場の高温に耐えられる栽培方法を確立させ、トマトの出回りが少なくなる時期でも安定して出荷できるよう、通年生産を目指しています。
今後は、自園の農地を広げるだけではなく、周囲にある空きハウスも活用し、産地全体の活性化に取り組んでいきたいと考えています。

（写真：ご本人提供）
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